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法学研究65巻10号（’92：10）

特
別
記
事

萩
原
宜
之
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

本
論
文
の
目
的
と
主
題

　
著
者
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
勤
務
中
の
一
九
六
四
年
五
月
か
ら
一

九
六
六
年
六
月
に
か
け
て
、
マ
ラ
ヤ
大
学
経
済
学
部
の
客
員
研
究
員
と
し

て
マ
レ
ー
シ
ア
で
二
年
間
の
研
究
生
活
を
送
っ
た
。
こ
の
間
、
同
国
の
一
一

大
特
産
物
で
あ
る
天
然
ゴ
ム
と
錫
の
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
に
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ベ
イ
に
基
づ
く
研
究
を
行
な
っ
た
が
、
同

時
に
日
常
生
活
の
な
か
で
、
マ
レ
ー
人
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
か
ら
な
る
複

合
社
会
の
現
実
に
触
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
が
こ
れ
ら
民
族
間
の
コ
ミ
ュ

ナ
ル
な
対
立
を
軸
に
動
い
て
い
る
こ
と
に
深
い
関
心
を
抱
い
た
こ
と
が
、

本
研
究
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
と
し
て
志
す
動
機
と
な
っ
た
。

　
爾
来
著
者
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
お
よ
び
独
協
大
学
に
お
け
る
研
究

生
活
を
通
じ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
あ
る
い
は
広
く
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
多

数
の
著
書
、
論
文
を
発
表
、
学
会
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
「
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
論
」
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が

本
書
（
本
学
位
請
求
論
文
）
で
あ
る
．

　
著
者
に
よ
れ
ば
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
な
か
で
は
、

政
治
・
経
済
の
上
で
劇
的
展
開
に
乏
し
い
た
め
比
較
的
目
立
た
な
い
存
在

で
あ
っ
た
が
，
人
口
の
五
〇
％
を
占
め
る
マ
レ
ー
人
．
三
五
％
の
華
人
、

一
〇
％
の
イ
ン
ド
人
よ
り
な
る
複
合
社
会
で
あ
り
、
天
然
ゴ
ム
と
錫
に
代

表
さ
れ
る
典
型
的
な
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
経
済
を
有
し
、
ま
た
民
族
、
言
語
、

宗
教
、
経
済
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
な
ど
が
複
雑
に
交
錯
し
な
が
ら
共
存
し
て

い
る
点
な
ど
に
お
い
て
典
型
的
な
東
南
ア
ジ
ア
型
社
会
の
国
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
の
よ
う
に
複
雑
か
つ
多
様
な
社
会
か
ら
な
る
マ
レ
ー
シ
ア

の
政
治
に
つ
い
て
、
ω
マ
レ
ー
人
の
基
底
社
会
、
ω
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支

配
下
の
ゴ
ム
と
錫
の
生
産
拡
大
と
．
そ
れ
に
と
も
な
い
中
国
人
、
イ
ン
ド

人
が
大
量
に
流
入
、
形
成
し
て
い
っ
た
複
合
社
会
、
⑥
各
民
族
社
会
ご
と

の
コ
ミ
ュ
ナ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
独
立
過
程
、
㈲
独
立
後
の

コ
ミ
ュ
ナ
ル
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
展
開
、
⑥
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
下
の
政

治
過
程
、
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
分
析
を
試
み
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
複
合
社
会
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
人
種
、

種
族
、
民
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
，
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
捉
え
方
で
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
れ
ら
の
先
行
業
績

を
参
照
し
つ
つ
、
と
く
に
言
語
、
宗
教
、
文
化
な
ど
を
含
む
民
族
、
社
会
、

経
済
に
お
け
る
階
層
関
係
、
そ
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
交
錯
の
な
か

で
動
い
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
の
三
者
を
歴
史
的
文
脈
の
な
か
で
分

析
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
を
も
つ
と
い
え
よ
う
．
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二
　
構
成
と
内
容

　
本
学
位
申
請
論
文
は
、
株
式
会
社
弘
文
堂
よ
り
、
『
マ
レ
ー
シ
ア
政
治

論
！
複
合
社
会
の
政
治
力
学
』
と
し
て
、
平
成
元
年
四
月
に
公
刊
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
．

　
第
一
部
複
合
社
会
マ
レ
ー
シ
ア
の
形
成

　
　
第
一
章
マ
ラ
ヤ
の
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
民
的
統
合

　
　
　
第
一
節
複
合
社
会
の
形
成

　
　
　
第
二
節
　
イ
ギ
リ
ス
支
配
の
拡
大
と
コ
ミ
ュ
ナ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
ズ
ム
の
形
成

　
　
　
第
三
節
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
政
治
過
程
と
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム

　
　
　
第
四
節
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
政
治
文
化
」

　
　
第
二
章
　
マ
レ
ー
シ
ア
の
複
合
社
会
と
価
値
体
系

　
　
　
第
一
節
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
複
合
社
会
の
形
成

　
　
　
第
二
節
　
複
合
社
会
の
変
容

　
　
　
第
三
節
　
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
の
顕
在
化

　
　
　
第
四
節
　
各
民
族
社
会
の
階
層
分
化
と
価
値
体
系

　
第
二
部
　
マ
レ
ー
シ
ア
の
開
発
行
政
と
ゴ
ム
植
替
え
政
策

　
　
第
一
章
　
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
開
発
と
開
発
行
政

　
　
　
第
一
節
経
済
開
発
の
目
標

　
　
　
第
二
節
行
政
機
構
と
官
僚
制

　
　
　
第
三
節
　
開
発
行
政
の
展
開

　
　
　
第
四
節
　
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
行
政
改
革

　
第
五
節

第
二
章

　　第
　第三　　　　　　第
第一部第第第第第第三第第第
一章　六五四三二一章三二一
節ブ節節節節節節節節節 　

経
済
開
発
の
政
治
過
程

マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
ゴ
ム
の
発
展
と
植
替
え
政
策
の
形
成
過

程　
一
九
世
紀
の
マ
ラ
ヤ
経
済

　
ゴ
ム
栽
培
の
発
展

　
ゴ
ム
植
替
え
政
策
の
形
成
過
程

ゴ
ム
小
農
と
植
替
え
政
策

　
戦
後
の
ゴ
ム
生
産
の
発
展

　
ゴ
ム
小
農
の
現
状

　
植
替
え
の
執
行
過
程

　
閃
8
一
導
菖
畠
ω
8
乱
と
小
農
の
植
替
え

　
若
干
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

　
植
替
え
政
策
執
行
上
の
問
題
点

　
　
　
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
下
の
政
治
と
経
済

　
　
　
　
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
下
の
政
治
過
程

　
　
　
　
　
民
族
融
和
の
ラ
ー
マ
ン
政
権
か
ら
ブ

　
　
　
　
　
ラ
ザ
ク
政
権
へ

　
第
二
節
　
ラ
ザ
ク
政
権

　
第
三
節
　
フ
セ
イ
ン
政
権

　
第
四
節
　
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権

第
二
章
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
下
の
経
済

　
第
一
節
　
一
五
年
間
の
経
済
変
動

　
第
二
節
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
目
標
と
成
果

ミ
プ
ト
ラ
優
先
の
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第
三
節
　
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
へ
の
批
判

　
次
に
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
先
ず
第
一
部
「
複
合
社
会
マ
レ
ー
シ

ア
の
形
成
」
の
第
一
章
は
、
本
書
の
導
入
部
と
し
て
全
体
の
流
れ
を
概
観

す
る
部
分
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
は
第
一
に
、
嚇
五
世
紀
初
頭
に
お
け
る
マ
ラ
ヅ
カ
王
朝
の
成
立

と
、
同
王
朝
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
の
受
容
に
始
ま
る
近
代
マ
ラ
ヤ
は
、
そ
の

後
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ソ
ダ
時
代
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
と
り
わ
け
こ
の
イ
ギ
リ
ス
時
代
に
、
ス
ル
タ
ン
を
頂
点

と
し
、
イ
ス
ラ
ム
を
国
教
と
す
る
マ
レ
ー
人
社
会
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に

イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
経
済
開
発
政
策
に
と
も
な
っ
て
大
量
の
中
国
人
と
イ

ン
ド
人
の
流
入
が
あ
り
、
複
雑
な
民
族
社
会
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
が
短
い
日
本
統
治
時
代
を
経
て
、
戦
後
独
立
を
達
成
し
た
後
の
マ
レ

ー
シ
ア
の
国
民
統
合
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
に
な
っ
た
歴
史
的

経
過
を
概
説
す
る
．

　
次
い
で
こ
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
見
ら
れ
る
三
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
内
部
に
分
裂
の
要
因
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
異
な
る
宗
教
と
社

会
結
合
の
た
め
に
．
全
く
異
な
る
政
治
文
化
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
超
え
た
政
党
間
連
合
の
結
成
に
よ
る
国
民
的
統
合
の
努
力

を
著
し
く
困
難
に
し
て
ぎ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
第
二
章
は
、
第
一
章
を
受
け
て
、
複
合
社
会
成
立
の
歴
史
を
詳

述
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
三
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
で
進
展
す
る
階

層
分
化
と
政
治
価
値
体
系
と
の
関
連
を
分
析
し
て
い
る
．

　
著
者
に
よ
れ
ぽ
、
マ
レ
ー
人
社
会
は
、
イ
ス
ラ
ム
と
ス
ル
タ
ン
と
伝
統

的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
！
に
よ
っ
て
、
相
当
に
社
会
的
規
制
を
強
く
受
け
て
い
る

社
会
で
あ
っ
て
、
階
層
分
化
の
進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
伝
統
的
価

値
観
の
変
動
を
起
こ
し
に
く
い
社
会
で
あ
る
の
に
対
し
，
中
国
人
、
イ
ン

ド
人
の
社
会
に
は
階
層
分
化
に
対
応
し
た
価
値
観
に
変
動
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
が
階
層
分
化
に
基
づ
く
階
級
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
立
場
に
た
つ

運
動
を
．
中
国
人
社
会
－
若
干
の
イ
ン
ド
人
の
参
加
は
あ
る
が
ー
に

局
限
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
階
級
的
主
張
が
中
国
人
の
民
族
的
権
利
と

重
な
り
合
っ
て
展
開
さ
れ
る
政
治
的
文
脈
が
あ
る
。
他
方
、
中
国
人
、
イ

ン
ド
人
上
層
部
が
、
そ
の
既
得
権
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、
マ
レ
i
人
上
層

部
と
の
協
力
関
係
を
ま
す
ま
す
深
め
、
マ
レ
ー
人
政
治
指
導
層
の
マ
レ
ー

人
優
位
の
政
治
路
線
に
い
よ
い
よ
近
づ
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

著
者
は
本
章
で
こ
う
し
た
構
図
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
次
に
、
第
二
部
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
開
発
行
政
と
ゴ
ム
植
替
え
政
策
」
の
第

一
章
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
開
発
と
そ
の
執
行
過
程
を
、
経
済
開
発

の
目
標
、
行
政
機
構
と
官
僚
、
開
発
行
政
の
展
開
と
い
っ
た
諸
視
点
か
ら

分
析
し
て
い
る
。
著
者
は
と
く
に
、
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ
る
と

き
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
ω
農
業
．
社
会
資
本
、
人
間
開
発
を
中
心
と
し
た
地

道
な
経
済
開
発
を
志
向
し
、
の
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
政
治
権
力
お
よ

び
行
政
機
構
を
有
効
に
活
用
し
、
㈹
と
く
に
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
形

成
さ
れ
た
マ
ラ
ヤ
文
官
制
度
（
M
C
S
）
を
中
心
と
す
る
官
僚
が
経
済
開

発
執
行
の
要
所
を
握
り
、
か
く
し
て
同
国
の
近
代
化
に
一
定
の
成
功
を
収

め
て
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
こ
の
国
の
コ
ミ
ュ
ナ

リ
ズ
ム
の
悩
み
は
誠
に
深
刻
で
、
各
民
族
社
会
の
中
下
層
に
お
け
る
融
合
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を
進
め
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
国
で
は
政
治
的

混
乱
の
可
能
性
が
常
に
存
在
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
い
る
．

　
次
に
第
二
部
第
二
章
で
著
者
は
、
マ
ラ
ヤ
経
済
の
中
心
を
な
す
ゴ
ム
生

産
に
つ
い
て
、
ω
ゴ
ム
に
先
立
つ
マ
ラ
ヤ
経
済
の
歴
史
、
ω
ゴ
ム
栽
培
の

発
展
史
（
一
九
〇
〇
ー
一
九
三
九
年
）
、
⑥
ゴ
ム
植
替
え
政
策
の
形
成
過

程
の
三
点
か
ら
説
明
し
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
ゴ
ム
栽

培
の
発
展
（
世
界
総
生
産
の
三
四
％
）
が
、
錫
生
産
の
発
展
（
世
界
総
生

産
の
三
〇
％
）
と
相
ま
っ
て
、
結
果
的
に
は
マ
ラ
ヤ
の
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ナ

リ
ズ
ム
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
詳
細
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
以
下
の
ご

と
く
要
約
し
て
い
る
。

　
ゴ
ム
栽
培
が
発
展
す
る
ま
で
の
マ
ラ
ヤ
は
、
マ
レ
ー
系
住
民
の
米
作
と

華
僑
に
よ
る
錫
採
掘
お
よ
び
商
品
作
物
栽
培
に
主
と
し
て
依
存
す
る
人
口

希
薄
な
未
開
の
土
地
で
あ
っ
た
．
一
八
九
｝
年
の
マ
レ
ー
連
邦
州
人
口
は

わ
ず
か
四
二
万
余
で
、
こ
の
よ
う
な
未
開
の
マ
ラ
ヤ
が
半
世
紀
の
間
に
五

〇
〇
万
の
人
口
を
も
つ
一
次
産
品
国
に
発
展
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民

地
政
策
の
支
持
を
受
け
た
同
国
の
資
本
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
よ
り
本
格
的

経
営
に
乗
り
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
当
然
に
華
人
、
イ
ン

ド
人
の
大
量
流
入
を
も
た
ら
し
、
世
界
で
も
最
も
顕
著
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な

コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
第
二
部
第
三
章
は
、
一
九
六
〇
年
代
中
葉
に
お
い
て
．
マ
レ
ー
シ

ア
の
国
内
総
生
産
の
一
五
％
、
同
国
輸
出
総
額
の
四
四
％
を
占
め
．
マ
レ

ー
シ
ア
経
済
を
支
え
る
最
大
の
生
産
物
と
な
っ
て
い
た
ゴ
ム
の
植
替
え
政

策
を
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
、
一
九
五
二
年
か
ら
六
〇

年
代
末
に
か
け
て
継
続
さ
れ
た
が
、
老
木
化
し
た
ゴ
ム
を
多
収
量
の
新
木

に
植
替
え
る
た
め
に
政
府
が
ゴ
ム
生
産
者
に
補
助
金
を
与
え
る
も
の
で
あ

っ
て
、
著
者
は
本
章
で
、
そ
の
執
行
過
程
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
一
九

六
七
年
時
点
で
の
そ
の
成
果
を
評
価
し
て
い
る
．

　
著
者
が
結
論
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
同
政
策
が
資
金
配
分
の
面

で
ま
ず
エ
ス
テ
ー
ト
優
先
と
な
り
．
次
い
で
三
工
ー
カ
ー
以
上
の
小
農
に

均
霜
し
た
が
、
零
細
な
小
農
、
と
り
わ
け
マ
レ
ー
人
零
細
農
の
窮
乏
化
を

招
い
た
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
政
府
は
、
ω
零
細
小
農
の
ゴ
ム
植
替
え

を
可
能
に
す
る
よ
う
現
在
の
政
策
を
変
更
す
る
か
、
㈲
土
地
開
発
政
策
へ

強
力
に
誘
導
す
る
か
、
⑥
他
の
職
業
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
か
の
選
択
を

迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
見
解
で
あ
る
。

　
第
三
部
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
下
の
政
治
と
経
済
」
の
第
一
章
は
、
ブ
ミ

プ
ト
ラ
政
策
下
の
政
治
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
と
は
．

一
九
七
〇
年
九
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
第
二
代
首
相
と
な
っ
た
ラ
ザ
ク
首
相
が

打
ち
出
し
た
も
の
で
、
こ
の
政
策
は
、
貧
困
の
除
去
と
民
族
間
・
地
域
間

の
経
済
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
一
九
九
〇
年
ま
で
に
マ
レ
i
人
の
商
工

業
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
三
〇
％
に
ま
で
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の

で
、
一
般
に
マ
レ
ー
人
優
先
策
と
呼
ば
れ
た
．

　
著
者
は
、
一
九
七
〇
年
以
降
一
五
年
間
の
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
の
展
開
を
．

ω
権
力
の
中
枢
を
握
る
U
M
N
O
（
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織
）
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ヅ
プ
の
下
で
の
与
党
の
強
化
、
㈲
与
党
を
構
成
す
る
U
M
N
O
．

M
C
A
（
馬
華
公
会
）
、
M
I
C
（
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
人
会
議
）
、
P

A
S
（
イ
ス
ラ
ム
党
）
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
内
部
の
対
立
、
⑥
ダ
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ッ
ク
ワ
運
動
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
運
動
の
展
開
、
㈲
連
邦
政

府
と
州
政
府
間
の
協
調
と
対
立
、
⑥
野
党
D
A
P
（
民
主
行
動
党
）
の
存

在
と
役
割
、
と
い
っ
た
多
様
な
政
治
過
程
に
注
目
し
つ
つ
．
ラ
ザ
ク
、
フ

セ
イ
ン
．
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
各
政
権
毎
に
分
析
し
、
複
合
マ
レ
ー
シ
ア
に

お
け
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
展
開
を
跡
づ
け
て
い
る
。

　
第
三
部
第
二
章
に
お
い
て
著
者
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
下
の
経
済
を
．

そ
の
一
五
年
間
の
経
済
変
動
の
実
績
を
参
考
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
本
来
の

目
標
と
成
果
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
し
．
最
後
に
そ
の
政
策
へ
の
批
判
を

展
開
し
て
い
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
嶋
五
年
間
の
経
済
的
成
果
を
階
層

関
係
の
変
化
と
関
連
づ
け
て
み
る
と
．
ω
上
層
階
級
を
占
め
て
き
た
マ
レ

ー
人
王
族
・
貴
族
、
高
級
官
僚
、
華
人
を
中
心
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ー

ト
、
華
人
・
イ
ソ
ド
人
の
専
門
職
業
家
に
加
え
て
、
新
た
に
マ
レ
i
人
の

ピ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ー
ト
と
専
門
職
業
家
が
つ
く
ら
れ
、
ω
中
間
階
層
を
占
め

て
き
た
マ
レ
ー
人
の
中
級
官
僚
、
華
人
・
イ
ソ
ド
人
の
専
門
職
業
家
、
華

人
中
心
の
中
小
ピ
ジ
ネ
ス
マ
ソ
に
、
新
た
に
マ
レ
ー
人
の
専
門
職
業
家
、

中
小
ピ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
加
わ
り
、
⑥
下
層
階
級
を
占
め
て
き
た
マ
レ
ー
人

農
民
、
マ
レ
！
人
の
下
級
官
僚
、
華
人
・
イ
ソ
ド
人
を
中
心
と
す
る
商
工

業
の
労
働
者
に
、
新
た
に
マ
レ
ー
人
の
商
工
業
労
働
者
が
加
わ
っ
た
。
な

お
．
マ
レ
ー
人
農
民
は
全
体
と
し
て
下
層
階
級
に
属
し
て
い
る
が
、
ブ
ミ

プ
ト
ラ
政
策
に
よ
る
農
村
へ
の
開
発
資
金
の
還
元
に
よ
り
、
一
部
上
中
層

階
級
へ
の
移
動
の
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
来
マ
レ
ー
人
の
多
数
を
占
め
る
農
民
の
貧
困
の
救
済
を
最

大
の
目
標
と
し
て
き
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
が
．
一
五
年
間
経
っ
て
も
そ
の

問
題
を
解
決
し
え
ず
、
商
工
業
の
分
野
で
も
少
数
の
マ
レ
ー
人
ビ
ジ
ネ
ス

エ
リ
：
ト
を
生
ん
だ
も
の
の
、
多
く
は
労
働
者
の
地
位
に
留
ま
り
続
け
る

と
す
る
な
ら
ば
、
下
層
マ
レ
ー
人
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
へ
の
不
満
が
内
向
．

う
っ
積
す
る
可
能
性
も
大
き
く
、
従
来
か
ら
華
人
社
会
に
潜
在
し
て
い
る

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
へ
の
不
満
と
重
な
っ
て
、
今
後
こ
れ
を
新
た
に
継
続
す

る
か
修
正
す
る
か
の
論
議
を
め
ぐ
っ
て
政
治
的
緊
張
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
、

と
著
者
は
結
ん
で
い
る
。

三
　
成
果
と
今
後
の
課
題

　
ω
　
わ
が
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
の
研
究
と
し
て
は
、
長
井
信
一
氏
の

『
現
代
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
研
究
』
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）

が
あ
り
、
同
書
は
マ
レ
ー
系
政
治
指
導
者
、
と
く
に
左
翼
民
族
主
義
運
動

の
流
れ
に
力
点
を
お
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
潮
流
を
明
ら
か
に
し
て
一

定
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
萩
原
宜
之
氏
の
研
究
は
、
ω
マ
ラ
ッ
カ
王
朝
に
基
礎
を
も

つ
マ
レ
ー
人
基
底
社
会
か
ら
出
発
し
て
、
ω
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
下
の

複
合
社
会
の
形
成
を
論
じ
、
⑥
戦
後
か
ら
一
九
八
O
年
代
末
に
至
る
時
期

の
マ
レ
ー
シ
ア
複
合
社
会
の
政
治
力
学
を
、
民
族
間
の
対
立
、
階
層
分
化
、

政
治
文
化
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
三
つ
の
要
因
の
か
ら
み
合
い
の
な
か
で
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
．
マ
レ
；
シ
ア
政
治
の
全
体
像
を
歴
史
的
．
政
治
学

的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
見
て
き
た
ご
と
く
本
論
文
は
、
複
合
社
会
の
政
治
力
学
を
一
貫
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し
て
追
求
し
、
複
合
社
会
に
住
む
人
々
の
政
治
的
葛
藤
と
そ
の
な
か
で
の

近
代
化
の
努
力
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
一
民
族
、
一

言
語
、
一
国
家
と
い
う
考
え
方
の
根
強
い
わ
が
国
に
お
い
て
、
複
合
社
会
、

多
民
族
国
家
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
ヘ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
今
日
世

界
の
大
半
が
多
民
族
国
家
で
各
地
に
民
族
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
も
重
要
で
あ
り
、
本
書
は
わ
が
国
の
政
治
学
研
究
の
分
野
に
貴
重

な
事
例
研
究
を
加
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ω
　
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
に
つ
い
て
の
国
外
で
の
研
究
は
、
①
コ
ミ
ュ
ナ

リ
ズ
ム
の
研
究
．
㈲
政
党
．
政
治
集
団
の
研
究
・
㈹
選
挙
の
分
析
．
＠
開

発
行
政
の
研
究
、
㈲
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
研
究
、
㈲
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研

究
な
ど
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
の
研
究
は
．
こ
れ
ら
の

成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
民
族
と
階
層
と
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
相
互

に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
多
様
な
政
治
集
団
の
協
調
と
対
立
が
作
り
出
す
マ

レ
ー
シ
ア
政
治
の
全
体
像
と
特
色
を
巧
み
に
浮
か
び
上
ら
せ
て
分
析
し
た

と
こ
ろ
に
今
日
的
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
⑥
　
そ
の
独
立
達
成
後
多
く
の
開
発
途
上
国
が
、
国
内
に
存
在
す
る
様

々
の
分
裂
要
因
の
克
服
に
失
敗
、
経
済
開
発
政
策
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と

に
失
敗
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
同
じ
よ
う

に
困
難
な
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
を
抱
え
つ
つ
も
．
そ
の
決
定
的
分
裂
を
回
避
、

比
較
的
安
定
し
た
政
治
環
境
の
下
で
着
実
な
経
済
成
長
を
続
け
て
き
た
こ

と
は
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
。
著
者
の
第
二
部
第
一
章
の
実
証
的
分
析

が
、
そ
の
疑
問
に
一
定
の
解
答
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
。

　
最
後
に
．
本
研
究
が
今
後
に
残
し
た
研
究
課
題
と
し
て
、
次
の
諸
点
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
ω
マ
レ
ー
シ
ア
研
究
と
い
う
以
上
は
、
今
回
地
理
的
に
取
り
残
さ
れ
た

東
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
、
サ
ラ
ワ
ク
に
つ
い
て
も
対
象
に
加
え
研
究
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
．
＠
各
民
族
内
の
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
の
研
究
、
す
な
わ

ち
マ
レ
ー
人
の
な
か
の
ブ
ギ
ス
、
ミ
ナ
ン
カ
パ
ゥ
な
ど
出
身
地
別
の
分
析

と
政
治
行
動
と
の
関
係
や
、
五
大
常
と
い
わ
れ
る
華
人
の
分
布
と
政
治
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
の
二
二
の
州
別
の
地
方
政
治
と

中
央
政
治
と
の
関
係
を
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
．
◎
政
治
や
経
済
の

領
域
を
超
え
た
他
の
諸
学
間
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
加
え
、
多
角
的

に
本
研
究
課
題
を
解
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
諸
視
点
か
ら
の
分
析
を
加
え
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
広

汎
な
マ
レ
ー
語
文
献
、
中
国
語
文
献
を
利
用
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
個
人
の
力
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
．
す
で
に
学
問
上
の
先
達
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
著
者
に

望
ま
れ
る
の
は
、
同
学
の
後
輩
た
ち
と
と
も
に
共
同
研
究
を
試
み
、
マ
レ

ー
シ
ア
政
治
論
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

四
　
総
合
評
価

　
萩
原
宜
之
氏
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
論
－

複
合
社
会
の
政
治
力
学
」
は
、
今
後
に
な
お
い
く
つ
か
の
研
究
課
題
を
残

し
て
は
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
典
型
的
複
合

社
会
に
お
け
る
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
そ
の
歴
史
的
展
開
の
な
か
で
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見
事
に
解
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
独
自
性
、
先
見
性
に
お
い

て
も
学
界
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
大
ぎ
い
。
以
上
の
理
由
に
よ
り

わ
れ
わ
れ
は
、
同
氏
に
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す

る
の
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
．

　
　
平
成
三
年
七
月
十
日

　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
松
本
　
三
郎

　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
小
田
　
英
郎

　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
山
田
　
辰
雄
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